
れ
も
住
工
混
在
地
の
企
業
で
、

経
営
の
合
理
化
、
市
街
地
の
環

境
整
備
を
め
ざ
し
て
結
成
し
、

西
神
Ｉ
Ｐ
へ
の
移
転
を
計
画
し

て
い
た
も
の
で
、
共
同
金
融
、

共
同
受
電
。
受
ガ
ス
、
共
同
警

備
、
共
同
の
通
勤
送
迎
バ
ス
の

運
行
な
ど
の
集
団
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
て
い
て
、
来
春
に
は

一
部
操
業
開
始
さ
れ
る
予
定
。

☆
「
神
戸
の
中
堅
１
３
０
社
」

日
経
よ
り
出
版

日
本
経
済
新
聞
社
か
ら
「
神

戸
の
中
堅
１
３
０
社
」
が
発
刊

さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
十
二

１
５０
１

大
の
見
本
市
に
は
、
組
合
加
盟

の
二
百
六
十
八
社
か
ら
婦
人

靴
、
サ
ン
ダ
ル
な
ど
四
万
点
が

出
品
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
卸
業
者
た
ち
と
の
商
談
に
活

況
を
呈
し
た
。

珠
神
戸
の
特
産
、
ケ
ミ
カ
ル

夏
物
の
見
本
市
開
か
れ
る

日
本
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
エ

業
組
合
八
石
井
喜
司
雄
理
事
長
Ｖ
が

主
催
す
る
「
夏
の
ケ
ミ
カ
ル
シ

ュ
ー
ズ
見
本
市
」
が
去
る
二
月

十
五
、
十
六
日
、
市
立
中
央
体

育
館
と
サ
ン
ポ
ー
ホ
ー
ル
の
二

会
場
で
開
か
れ
た
。
こ
の
靴
を

扱
う
商
談
の
場
と
し
て
国
内
最

年
九
月
に
出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
た
「
神
戸
の
中

堅
１
０
０
社
」
の
改
訂
増
補
版

で
、
県
下
に
本
拠
を
置
く
非
上

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

カラフルな新作が揃ったサンボーホール会場

今
夏
の
特
徴
と
し
て
は
、
白

を
主
体
に
淡
い
色
調
が
多
く
、

ヒ
ー
ル
も
比
較
的
低
い
が
、
最

近
の
多
様
化
す
る
消
費
者
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
て
か
、
や
は
り

多
種
多
様
。
価
格
は
昨
年
並
み

だ
っ
た
。

☆
西
神
Ｉ
Ｐ
へ
の

工
場
移
転
計
画
す
す
む

神
戸
市
で
は
、
神
戸
経
済
の

高
度
化
を
図
っ
て
垂
水
区
西
部

に
造
成
し
て
い
る
西
神
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ァ
ル
パ
ー
ク
八
西
神
Ｉ

Ｐ
Ｉ
総
面
積
二
四
○
鯵
、
う
ち

工
場
用
地
一
五
六
鯵
Ｖ
へ
の
進

出
企
業
を
公
募
し
て
い
た
が
、

日
本
電
気
、
国
際
試
薬
な
ど
単

独
進
出
企
業
九
社
と
、
神
戸
機

械
金
属
団
地
協
同
組
合
、
西
神

機
械
金
属
団
地
協
同
組
合
加
入

の
二
十
六
社
、
計
三
十
五
社
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
第
一
次
募

集
を
締
切
っ
た
。

早
速
、
去
る
二
月
二
十
日
、

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
神
戸
機
械
金

属
団
地
協
同
組
合
加
盟
の
中
小

企
業
十
二
社
の
起
工
式
が
行
な

わ
れ
た
。
同
協
同
組
合
は
い
ず

☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆

松芝美津子さん< 1 9 才）
＜㈱三愛関西営業部総務課経理係＞

ｒ会社にくるのが楽しくて」「オフィスの雰囲
気もいいし、男性も親切でやさしい人ばかり_ ｌ
と話す松芝さん。昨年入社。経理関係の仕事を
中心に受付も担当しており、高校時代から三愛
を目指してたというだけあってファッションに
も関心が深い。理想の男性は－「一見、冷た
くて隠れたやさしさのある人」とか。休みの日
にはスカートを作ったりする女の子らしい面も
ある可愛い人。長田区在住。（神戸野田高校卒）

｢ 神戸の中堅1 3 0 社」

場
の
優
良
企
業
の
う
ち
、
各
業

界
に
お
け
る
指
導
性
、
経
営
戦

略
の
特
異
性
な
ど
が
ひ
と
き
わ

光
る
も
の
を
百
三
十
社
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
業
績
を
は
じ

め
社
風
や
経
営
方
針
を
お
り
こ

ん
で
の
内
容
で
、
活
力
あ
ふ
れ

る
中
堅
企
業
群
の
実
態
を
紹
介

し
て
い
る
。
一
、
三
○
○
円
。

★
Ｋ
Ｆ
Ａ
新
し
く
発
足

任
意
団
体
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

協
同
組
合
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
八
通
称
・

Ｋ
Ｆ
Ａ
／
組
合
員
三
十
五
社
Ｖ

を
去
る
二
月
に
設
立
。
役
員
は

次
の
通
り
。

理
事
長
／
川
上
勉
、
副
理
事
長

／
木
村
豊
理
事
／
柿
本
公
資

木
口
術
、
杉
田
良
昭
、
高
畑
明

浜
本
積
広
、
細
川
数
夫
、
松
岡

賢
蔵
、
三
浦
幸
術
監
事
／
浅

井
義
一
、
柏
木
幸
也
事
務
局

長
／
田
中
勇
二
郎

；
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会員募集中

ﾚﾃﾞｨｽｸﾗﾌﾞ
オリエンタノ

神戸市生田区京町２５オリエンタルホテル内
公（０７８) ３３１－８１１１

し

年会費：お－人5 , 0 0 0 円
割引：オリエンタルホテル、六甲オリエンタルホテル

での宿泊､ 飲食の際サービス料1 0 ％割引いたし
ます。その他いろいろの特典がございますｃ

特別催：随時会員のための特別催しをいたします~

5１ オリエンタルレディスクラブ事務局
お問い合せ

月例グルメの会：シェフによるメニュー説明

異人館に(亨燃輝郷）
ユ房ｚＷ>､才寺プﾝ′

災入館の外観をそのまま
北野町の

伝統の味と災田淵

道すがら
イータイム。

キコーナーに。

ください。

鎖糞
市生F
78】2２

ｾﾝﾀ今

二のゴ, ロクのおばて
一 【Ｒ
お買Ｌ･ 頂め張晶１．

一

割雷
IIlmll〃IiW

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一

．
い
ゐ

＝二

扉雪…団 W 戸一

”郡”m I 皿幽I M M 呼柵砿

亜
零〒｜

万

トョイヅ奉子

読LeZ2ej洞N５ｉ
■『－〃、 ｡ Ｔｌ〃Ｑ
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神
戸
市
東
滋
区
青
木
五
丁
目
一
五
’
一
九

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
二
丁
目
一
’
五

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
八
’
二
○

（
四
階
き
も
の
コ
ア
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
七
－
一
二

（
六
階
和
装
街
）

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
二
丁
目
二
四
ｌ
｜

（
五
階
呉
服
売
増
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
一
丁
目
九
’
二

回
階
呉
服
売
場
）

書
：
婁
亀
ん
ザ
ら
歴

山手店三宮店熊内店宝塚店

2440<代〉

ﾏフ
ＳＨＵＰＩ

本
部
・
仕
入
部

神
一
戸
本
店

さ
ん
ち
か
店

銀
座
コ
ア
店

銀
座
メ
ル
サ
店

東
京

渋
谷
東
急
店

日
本
橋
東
急
店

電
話
○
七
八
’
四
五
二
－
五
二
九
○
（
代
）

電
話
○
七
八
’
三
三
二
－
五
一
一
九
八
（
代
）

電
話
○
七
八
１
三
三
二
－
一
七
○
○

超
話
○
三
’
五
七
三
’
五
二
九
八
（
代
）

電
話
○
三
’
五
七
四
’
八
○
六
五
（
直
）

電
話
○
三
－
四
七
七
’
三
四
○
九
（
直
）

電
話
○
三
１
二
一
一
’
○
五
一
一
（
代
）

（
内
線
二
九
四
）

１
５２
１
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六鴎会館にて

●
深
江
界
隈
Ｉ
春
木
一
夫

●
岡
本
界
隈
Ｉ
朝
比
奈
千
足

●
六
甲
界
隈
Ｉ
鈴
木
正
幸

②
北
野
界
隈
Ｉ
白
石
弘
子

●
元
町
界
隈
Ｉ
伊
藤
ル
ミ

●
平
野
界
隈
Ｉ
武
田
則
明

、
垂
水
界
隈
Ｉ
灰
谷
健
次
郎 灘

罰

●
特
集
／
神
戸
っ
子
が
あ
る
く

私
自
身
の
神
戸

驚
曇

蕊鍵

凡

農

鵜

5３

i:灘

八
作
家
Ｖ

八
指
揮
者
Ｖ

〈
神
戸
雌
鐸
授
〉

八
染
色
家
Ｖ

八
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

八
建
築
家
Ｖ

Ａ
作
家
Ｖ
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〈
１
〉

私
自
身
の
神
戸

私
の
家
か
ら
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
西

へ
い
っ
た
と
こ
ろ
。
二
車
線
ほ
ど
の
通

り
が
、
南
北
に
通
じ
て
い
る
。
東
灘
区

深
江
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
稲
荷

筋
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
山
ろ
く
と
海
の

そ
ば
に
あ
る
二
つ
の
稲
荷
神
社
を
結
ぶ

線
だ
か
ら
、
稲
荷
筋
と
名
づ
け
ら
れ
た

も
の
ら
し
い
。
私
の
散
歩
道
の
一
つ
で

春
木
一
夫
八
作
家
Ｖ

東
灘
・
稲
荷
筋
散
策

●メモ
阪神深江一大日神社稲荷社一踊り松旧蹟地一本庄小学校一進徳丸一「灘っ子」
東灘散策参考までに春木さんの下記の著書をご紹介。
灘五郷歴史散歩（創元社）3 8 0 円
兵庫史の謎（神戸新聞出版センター）9 8 0 円
阪神間の謎（中外普房）１，３００円

あ
る
。山

ろ
く
に
鎮
座
す
る
稲
荷
神
社
は
立

派
な
社
で
あ
る
が
、
海
浜
に
近
い
白
玉

稲
荷
社
は
小
つ
ぼ
け
で
あ
る
。
大
日
神

社
の
片
隅
に
、
間
借
り
を
し
て
い
る
よ

く
し
だ
ま

う
な
格
好
だ
。
稲
荷
神
社
の
奇
魂
が
、

深
江
浦
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
今
か
ら

千
二
百
六
十
年
ほ
ど
前
の
霊
亀
元
年

（
七
一
五
）
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
一
基
の
み
こ
し
が
、
深
江
の
踊
り
松

に
海
上
か
ら
た
ど
り
つ
い
た
。
深
江
は

漁
村
だ
っ
た
か
ら
、
お
そ
ら
く
海
神
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
に
北
方
の
方
が

開
け
て
田
畑
に
な
っ
た
。
山
の
神
が
祭

ら
れ
、
山
の
神
と
海
の
神
が
習
合
し
て

稲
荷
神
社
と
な
っ
た
か
ら
、
二
つ
の
稲

荷
社
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推

察
し
て
い
る
。
大
日
神
社
の
稲
荷
社
は

明
治
四
十
一
年
に
踊
り
松
か
ら
移
さ
れ

た
も
の
だ
。
本
家
争
い
を
す
れ
ば
、
小

つ
ぼ
け
な
白
玉
稲
荷
の
方
に
、
軍
配
が

あ
が
り
そ
う
で
あ
る
。

「
お
稲
荷
さ
ん
の
祭
神
は
、
狐
な

の
？
」本

誌
編
集
部
の
小
泉
美
喜
子
さ
ん
に

本庄小学校の松は西国街道の道筋だった。校庭のスベリ台で筆者ｃ
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｢ 韮っ子」で識の生一本と丹波地酒‘‘小鼓，，をのむ春木さん

渡
る
と
、
海
が
間
近
だ
、
商
腿
大
学
の

練
習
線
進
徳
丸
が
白
い
姿
を
浮
か
べ
て

い
る
の
が
、
右
手
の
視
野
に
入
っ
て
く

る
。
東
部
市
場
へ
入
る
ま
で
に
橋
が
か

か
っ
て
い
る
。
こ
の
橋
ま
で
が
、
以
前

は
砂
浜
だ
っ
た
。
短
か
い
突
堤
が
伸
び

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
海
に
飛
び
込
ん
だ

も
の
だ
。
左
手
視
線
を
転
じ
る
と
、
昭

和
三
十
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
堤
防
が
、
一
部
道
端
に
残
さ
れ

て
い
る
。

夕
方
に
な
る
と
、
酒
恋
し
や
人
恋
し

や
で
、
よ
く
こ
の
あ
た
り
に
出
か
け
る
。

堤
防
の
前
に
、
赤
れ
ん
が
の
窓
か
ら
海

の
見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ポ
ロ
ー

ン
」
、
灘
酒
を
呑
ま
せ
る
鍋
も
の
の
店

「
灘
っ
子
」
が
あ
る
。
今
日
も
「
灘
っ

子
」
を
の
ぞ
い
た
。
い
つ
も
は
灘
酒
ぱ

こ
つ
づ
み

か
り
な
の
に
、
今
日
は
珍
ら
し
く
小
鼓

が
お
い
て
あ
る
。
私
の
故
里
・
丹
波
の

あ
つ
か
ん

銘
酒
だ
。
さ
っ
そ
く
熱
澗
で
、
一
本
注

文
ｕ
神
戸
肉
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
で
も

や
る
と
す
る
か
：
…
．
。

た
ず
ね
ら
れ
、
情
け
な
く
な
っ
た
。

う
か
の
み
に
浅
う
け

祭
神
は
宇
迦
御
魂
で
あ
る
。
「
食
」
の

意
味
で
あ
っ
て
、
一
切
の
食
物
を
つ
か

さ
ど
る
神
だ
。
狐
は
こ
の
神
の
使
い
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ
は
別

み
け
つ
が
み

名
を
御
撰
津
神
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
こ

み
け
つ

れ
を
一
二
狐
神
と
書
い
た
た
め
に
誤
解
を

生
じ
た
。
あ
る
い
は
、
お
稲
荷
さ
ん
は

だ
き
に
て
ん

仏
教
で
い
え
ば
、
叱
根
尼
天
だ
と
い
う

ほ
ん
ら
ず
い
じ
ゃ
く

本
地
垂
跡
説
が
あ
る
。
ダ
キ
ニ
テ
ン
は

玄
狐
に
乗
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

転
じ
て
、
狐
が
お
稲
荷
さ
ん
の
使
い
に

な
っ
た
の
で
は
…
・
・
・
・

大
日
神
社
か
ら
西
へ
約
五
○
メ
ー
ト

た
か
は
し

ル
。
高
梁
橋
の
た
も
と
に
、
踊
り
松
旧

蹟
地
が
あ
る
。
高
梁
川
改
修
に
際
し
、

多
数
の
一
石
五
輪
塔
が
出
て
き
た
の

で
、
こ
れ
を
集
め
て
「
踊
り
松
地
蔵
」

と
し
て
い
る
。
五
輪
塔
は
江
戸
時
代
の

も
の
ら
し
い
。
誰
の
墓
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
地
蔵
と
名
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
道
は
、
西
国
街
道
の
裏
街
道
で
、

今
の
国
道
２
号
線
が
本
街
道
に
あ
た

る
。
西
宮
神
社
で
二
つ
に
分
れ
、
西
灘

あ
た
り
で
、
再
び
一
本
と
な
る
。
こ
の

裏
街
道
を
西
へ
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

進
む
と
、
本
庄
小
学
校
の
校
庭
に
、
松

が
十
本
ほ
ど
並
ん
で
い
る
。
街
道
に
昔

か
ら
植
え
ら
れ
て
い
た
松
並
木
の
名
残

り
だ
そ
う
だ
。
今
で
は
松
並
木
の
そ
ば

で
、
旅
人
な
ら
ぬ
小
学
生
が
、
喚
声
を

あ
げ
て
遊
ん
で
い
た
。
も
と
の
稲
荷
筋

に
引
き
返
す
。
国
道
妃
号
線
の
陸
橋
を

灘
地
織
熱
難
癖
識
鍵
患
騨

鍔| 蝿霊溌購捧

5５ 》
識
雫
鋳
鐸

1 雛繍

深江本町３丁目の踊り松地蔵は
素朴で愛らしい。左は高梁川。
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千
足
八
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
Ｖま

す
。
し
か
も
不
思
議
な
こ
と
に
、
甲

南
大
学
を
は
じ
め
各
学
校
の
学
生
達
が

毎
日
行
き
通
う
町
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
「
学
生
街
」
的
狼
雑
さ
が
な
い

の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
に
は
麻

雀
荘
が
少
い
ん
で
す
よ
ね
。

で
は
ま
ず
僕
の
子
供
の
頃
の
思
い
出

の
場
所
か
ら
案
内
い
た
し
ま
す
。
あ
の

私
自
身
の
神
戸

も
う
「
お
ら
が
村
」
と
い
う
感
じ
ま

で
に
す
っ
か
り
こ
の
土
地
が
気
に
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
住
み
は
じ

め
た
の
は
結
婚
し
て
か
ら
で
す
か
ら
、

ま
だ
四
年
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
が
…
。

岡
本
は
い
わ
ゆ
る
郊
外
の
住
宅
地
と
い

う
だ
け
で
な
く
て
、
近
代
的
な
都
会
の

セ
ン
ス
も
ち
ゃ
ん
と
持
ち
あ
わ
せ
て
い

朝
比
奈 ふ
れ
あ
い
あ
る
町

幼い頃の風情が残っている住吉川河原、白鶴美術館はお気に入りの場所。

●〆モ
音楽界で多才に活雛巾の朝比奈千足さんは岡本のマンションにお住まい。酒
落たセンスと落ち着いた雰囲気のこの界隈が大好きだとか。京美人の加代夫人
もピアニストの素敵な音楽ご夫婦です。
＜コース＞
白餌美術館→住吉川・河原（きれいなせせらぎ、お弁当が欲しくなる）→甲南
大学喪手の静かな小径→小川の流れるパス通りから住吉川に沿って下る→阪急
電車岡本駅南側近代的ピル街→西洋風めしや「ドッコ」→阪急ガードわきのお
好み焼店「大雄」

〈
２
〉

白
鶴
美
術
館
が
あ
る
辺
り
の
住
吉
川

は
、
ま
だ
昔
の
ま
ん
ま
残
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
時
、
よ
く
写
生
に
来
た
り
、

六
甲
山
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
く
の
に
こ

の
河
原
か
ら
登
り
は
じ
め
た
り
し
た
も

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
の
大

阪
湾
の
眺
め
は
、
あ
の
当
時
は
き
っ
と

今
よ
り
何
倍
も
素
晴
し
い
も
の
だ
っ
た

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
景
色

よ
り
弁
当
の
中
身
と
石
の
下
の
サ
ワ
ガ

ー
ー
が
興
味
の
も
っ
ぱ
ら
の
対
象
で
し

た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
天
気
の
良
い

日
で
気
分
転
換
し
た
い
と
思
っ
た
時
に

は
、
よ
く
こ
の
美
術
館
を
訪
れ
た
つ
い

で
に
、
そ
の
下
の
河
原
ま
で
お
り
て
い

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

甲
南
大
学
の
裏
手
の
静
か
な
小
径
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も
、
最
近
僕
の
お
気
に
入
り
の
散
歩
道

に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
通
り
の
一
筋
山

側
は
、
普
段
か
ら
あ
ま
り
ひ
と
気
が
な

い
の
で
、
デ
ー
ト
に
は
最
適
だ
な
ん
て

声
も
あ
り
ま
す
が
…
。
道
は
勿
論
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
が
敷
い
て
あ
り
ま
す
が
、
と

に
か
く
田
舎
的
風
情
で
は
あ
り
ま
す
。

阪
急
電
車
岡
本
駅
を
下
車
し
て
、
す

ぐ
南
側
の
道
を
ブ
ラ
ブ
ラ
行
き
ま
す

と
、
急
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル

な
お
店
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
の
に

ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

有
名
な
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
の
店
、
酒
落

た
舶
来
専
門
の
小
物
屋
さ
ん
、
味
も
値

段
も
か
な
り
上
等
な
お
す
し
屋
さ
ん
と

か
。
ま
あ
神
戸
の
六
本
木
と
い
っ
た
感

じ
で
す
が
、
本
当
は
も
っ
と
岡
本
に
ぴ

っ
た
り
と
い
っ
た
、
や
や
地
味
だ
が
そ

れ
で
い
て
職
人
気
質
を
感
じ
さ
せ
る
お

店
の
方
が
僕
は
好
き
で
す
。

食
い
し
ん
坊
な
の
で
ど
う
し
て
も
食

べ
る
所
ば
か
り
に
な
り
ま
す
が
…
…
。

ま
ず
、
手
際
の
い
い
こ
と
で
は
天
下
一

品
の
ご
主
人
が
、
た
っ
た
一
人
で
や
っ

て
い
る
「
西
洋
風
め
し
や
」
の
ド
ッ
コ
。

十
人
も
い
っ
ぺ
ん
に
来
ら
れ
た
ら
、
も

う
座
れ
な
く
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の

お
店
で
す
。
女
房
が
晩
ご
は
ん
を
作
る

の
を
サ
ポ
ッ
た
日
に
は
、
よ
く
こ
こ
で

ブ
タ
肉
の
し
ょ
う
が
焼
と
か
グ
ラ
タ
ン

な
ん
て
を
食
べ
ま
す
。
と
に
か
く
一
度

に
三
種
類
ぐ
ら
い
の
料
理
な
ら
平
気

で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
で
き
あ
が
る
の

5７

お好み焼きの美味しいー大雄ｌにて（右は加代夫人〕

鱒露f ￥言

静かな辰本界隈は絶好の散歩道です。お勧めのデートコース。

を
見
て
い
る
と
、
あ
れ
で
よ
く
ゴ
ッ
チ

ャ
に
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い
つ
も
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

夜
遅
く
な
っ
て
か
ら
の
帰
り
に
、
ち

ょ
っ
と
オ
ナ
カ
が
減
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
よ
く
立
ち
寄
る
店
が
大

雄
と
い
う
お
好
み
焼
屋
さ
ん
で
す
。
こ

こ
の
ご
主
人
は
僕
の
小
学
校
の
時
の
先

輩
だ
そ
う
で
、
奥
様
も
一
緒
に
や
っ
て

い
て
と
っ
て
も
美
人
。
お
好
み
焼
き
は

ぶ
厚
く
て
ア
ッ
ア
ッ
。
特
に
変
っ
た
店

が
ま
え
で
も
な
い
し
、
ご
主
人
が
愛
想

が
い
い
わ
け
で
も
な
い
の
に
何
と
な
く

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
十
二
問
通
り
、
阪

急
の
ガ
ー
ド
わ
き
に
あ
る
小
店
で
す
。

こ
の
界
隈
で
は
、
五
月
の
訪
れ
と
共

に
、
「
岡
本
村
」
の
村
祭
り
で
出
る
ダ

ン
ジ
リ
の
お
雌
子
の
音
が
聞
え
て
き
ま

す
。
ま
た
夏
の
終
り
に
は
盆
踊
り
も
催

さ
れ
て
、
こ
こ
の
人
々
の
心
の
ふ
れ
あ

い
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

神
戸
の
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
な
つ
か
し
い

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
感
じ
ま
す
。
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〈
３
〉

・
る
、
と
：

階
の
研
究
室
か
ら
眺
む
港
の
景
色
は
素

晴
し
い
。
晴
れ
た
日
に
は
淡
路
を
眼
下

に
遥
か
紀
伊
水
道
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

で
き
る
。
夜
景
の
美
し
さ
は
描
写
の
す

べ
を
知
ら
な
い
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、

年
に
数
回
、
信
じ
ら
れ
な
い
程
美
し
い

輝
き
を
発
す
る
夜
が
あ
る
。

以
前
、
大
学
の
新
聞
に
六
甲
味
案
内

を
書
い
た
せ
い
か
、
食
い
気
中
心
に
六

甲
を
紹
介
せ
よ
と
の
編
集
子
の
註
文
で

あ
る
。コ

ー
ヒ
ー
は
、
家
で
の
む
こ
と
が
多

い
。
毎
日
通
っ
て
い
た
ル
ー
ム
が
マ
マ

の
都
合
で
店
を
止
め
た
か
ら
で
あ
る
。

比
較
的
よ
く
行
く
店
に
、
石
屋
川
の
に

し
む
ら
が
あ
る
。
場
所
柄
、
頻
る
庶
民

的
な
客
層
で
北
野
店
と
対
照
的
で
あ
る

鈴
木
正
幸
八
神
戸
大
学
教
育
学
部
助
教
授
Ｖ

「
坂
」
は
上
り
つ
め
れ
ば
山
で
あ
り
六
甲
に
あ
る
私
の
家
か
ら
十
五
分
で

下
り
を
辿
れ
ば
海
で
左
け
れ
ば
な
ら
な
六
甲
山
に
上
り
、
牧
場
で
遊
ぶ
か
と
お

い
。
そ
の
振
幅
の
大
小
が
、
坂
の
あ
る
も
え
ば
、
下
れ
ば
十
分
で
摩
耶
埠
頭
に

街
の
特
性
を
規
定
す
る
。
そ
の
最
も
小
て
外
洋
船
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

さ
な
ス
パ
ン
の
中
に
、
自
然
。
歴
史
。
六
甲
は
坂
の
あ
る
街
の
原
点
で
あ

文
化
の
生
み
出
す
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
る
。

の
が
内
包
さ
れ
て
い
る
魅
力
、
そ
れ
が
教
育
学
部
の
建
物
は
、
神
戸
大
学
の

神
戸
の
魅
力
で
あ
る
。
中
で
も
一
番
高
い
所
に
あ
る
。
そ
の
四

六
甲
、

神戸大学の構内は坂道ばかりだ。本部横の小径‘

私
自
身
の
神
戸くだ

を
下

●メモ／取材一日目は鈴木先生の愛車マークⅡで、教育学部を出発。坂を下へ
下へ降りてグルメ探索となる。ハイジ、グロアール、にしむら卵俳石屋川店
等。その合に間に（翌朝のための？）パンをヌーベル六甲で買うという愛妻振
り。取材二日目はその紀子夫人もご一緒で、晩の食事の買い物のお手伝い。
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グロアール。ママ（右）と紀子夫人

が
喫
茶
店
と
し
て
は
一
級
で
あ
る
。
ヌ

ー
ベ
ル
六
甲
は
チ
マ
チ
マ
と
し
て
全
体

に
ゆ
と
り
が
な
い
が
伽
羅
木
に
は
時
々

出
か
け
る
。
一
寸
す
ま
し
た
ん
は
ト
ア

ロ
ー
ド
の
ん
と
は
別
の
顔
を
も
つ
。
珍

し
く
い
い
音
を
出
し
て
い
る
。

六
甲
に
は
ケ
ー
キ
や
パ
ン
の
店
が
多

く
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。
ハ

イ
ジ
の
前
田
社
長
と
以
前
か
ら
懇
意
に

し
て
い
る
。
彼
の
独
特
な
味
哲
学
は
語

ら
せ
る
と
止
ま
ら
な
い
。
新
製
品
に
取

り
く
む
真
塾
な
姿
勢
を
持
ち
つ
づ
け
て

ほ
し
い
。
こ
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
東

京
で
も
評
判
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
女
子

学
生
に
パ
ト
ロ
を
薦
め
て
感
謝
さ
れ
て

い
る
。
老
夫
婦
の
手
づ
く
り
の
味
は
神

戸
な
ら
で
は
で
あ
る
。
値
段
が
安
い
の

が
よ
い
。
フ
ル
カ
ワ
は
六
甲
で
フ
ロ
イ

ン
ト
リ
ー
プ
の
ケ
ー
キ
と
パ
ン
が
食
べ

ら
れ
る
店
と
し
て
重
宝
で
あ
る
。

和
菓
子
に
つ
い
て
は
神
戸
の
レ
ベ
ル

は
全
般
的
に
低
い
。
六
甲
山
系
の
う
ま

い
水
が
神
戸
市
民
に
飲
ま
さ
れ
な
い
と

こ
ろ
に
お
茶
と
お
菓
子
が
よ
く
な
ら
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
熊
内
通
り
の

つ
る
屋
本
舗
に
足
を
延
ば
し
て
い
た
が

近
ご
ろ
は
阪
急
三
宮
店
に
叶
匠
寿
庵
が

入
り
、
大
阪
に
ま
で
行
か
ず
に
す
ん
で

有
難
い
。
食
べ
る
方
で
は
、
グ
ロ
ア
ー
ル

に
よ
く
行
く
。
目
立
た
ぬ
店
構
え
（
弓
木

町
交
差
店
西
）
に
マ
マ
と
オ
バ
ア
ち
ゃ

ん
の
心
の
こ
も
っ
た
味
が
楽
し
め
る
。

奥
の
部
屋
を
借
り
て
学
生
と
昼
食
会
を

１
５９
１

時
々
し
て
い
る
。
逆
巻
き
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
寿
し
一
、
我
が
家
の
住

人
ス
ミ
ち
ゃ
ん
（
美
人
猫
、
名
前
は
三

宮
の
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
か
ら
と
る
）
の

実
家
か
つ
ば
天
国
に
も
よ
く
行
く
。
う

ど
ん
と
そ
ば
の
椿
寿
亭
を
紹
介
し
て
、

美
味
求
・
真
の
大
嶋
老
師
か
ら
激
賞
さ
れ

た
。
三
宮
自
由
軒
と
の
長
い
お
つ
き
合

い
の
関
係
で
、
六
甲
自
由
軒
に
も
時
々

出
か
け
る
。
う
ま
く
て
安
く
て
学
生
に

評
判
が
い
い
。
御
影
公
会
堂
前
の
お
で

ん
と
う
ど
ん
の
屋
台
は
、
午
前
四
時
ご

ろ
ま
で
や
っ
て
い
て
便
利
。
屋
台
な
が

ら
一
級
の
味
で
あ
る
。
名
前
が
な
く
、

命
名
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
が
未
だ
い
い

名
前
が
思
い
つ
か
な
い
。
大
学
祭
で
こ

こ
の
お
で
ん
と
ハ
イ
ジ
の
ケ
ー
キ
で
模

擬
店
を
出
し
た
と
こ
ろ
大
当
り
で
あ
っ

た
。
焼
肉
で
は
阪
急
西
灘
駅
の
末
広
が

い
い
。
六
甲
に
グ
リ
メ
の
よ
う
な
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
お
い
し
い
店
が
あ
れ
ば
女

子
学
生
で
繁
昌
す
る
こ
と
間
違
い
な
い

と
思
う
の
だ
が
。

qＡ

阪急六甲北側のヌーベル六甲。ここでパンを買う。
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こ
の
元
町
通
り
、
人
の
多
い
わ
り
に

混
雑
感
が
な
い
の
は
、
通
り
自
体
が
適

当
に
カ
ー
ブ
し
て
い
て
、
は
し
か
ら
は

し
ま
で
見
通
せ
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と

を
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
の
間
口
が
広
く
て
、

天
井
が
高
い
と
い
う
こ
と
も
、
ゆ
と
り

を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ナ
。

建
築
に
は
門
外
漢
の
私
で
す
ら
、
老

舗
の
歴
史
を
思
わ
せ
る
店
構
え
や
、
思

い
思
い
の
趣
向
を
こ
ら
し
た
店
造
り
に

気
を
と
ら
れ
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の

中
を
み
る
の
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と

も
再
三
で
す
。

ウ
に
気
を
と
ら
れ
な
が
ら
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
て
い
る
と
き
も
、
時
間
に
追
わ
れ

て
い
そ
ぎ
足
に
通
る
と
き
も
、
ま
ず
人

と
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で
気
の
む
く
ま
ま
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
き
る
と
こ
ろ
か
ナ
ー

も
っ
と
も
私
の
歩
く
時
間
帯
は
ゥ
イ
ー

ク
デ
イ
の
ひ
る
さ
が
り
な
ん
で
す
が
。

〆へ

４
へ､ 〆

ピ
ア
ノ
の
練
習
に
明
け
暮
れ
る
毎

日
。
フ
シ
と
思
い
た
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
。
気
分
転
換
？
い
え
い
え
憂
さ
晴

ら
し
か
も
。

さ
ん
ち
か
・
セ
ン
タ
ー
街
を
ひ
と
め

ぐ
り
し
て
目
の
保
諾
〈
。
そ
し
て
元
町
。

元
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
通
り
の
広

い
こ
と
。
右
や
左
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド

ゆ
と
り
を
感
じ
る
元
町

伊
藤
ル
ミ
八
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

私
自
身
の
神
戸

●メモ
期待される若手ピアニストの伊藤ルミさん。神戸生まれの神戸育ちで、神戸
がとっても好きという彼女、毎日の練習の合間に神戸の町まちを散策しながら
ショッピング。なかでもなじみのお店が多い、ゆったりとした元町が大好き。
＜コース＞
大丸前元町入口から１番街。すぐ山側の元町画廊で絵をみながら佐藤さんと
談詰。岡田シルクで生地をみて、大蓄ではレコード探し。神戸ヤマハで楽譜を
買ってその前のディラでサンドイッチと紅茶をたのしんでちょっとひと休み。
待ち合わせたかのように顔見知りの人たちに出会う。そして夙月堂ホールへ。

一
丁
目
の
山
側
、
穴
門
筋
に
老
舗
の

画
廊
が
あ
り
ま
す
。
『
元
町
画
廊
』
で

元町のフルーツショップ「サンヮ」の前で「おじさん、これ２つちょうだい」
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6１

』

す
。
ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
い
ム
ー
ド
で

す
が
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
街
の
雑
踏
と

は
無
縁
の
静
か
な
絵
の
世
界
。
疲
れ
た

神
経
を
鎮
め
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
穴
門

筋
入
口
に
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
老
舗
『
か

ね
て
つ
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
店
の

前
を
通
る
と
「
て
っ
ち
ゃ
ん
て
っ
ち
ゃ

ん
」
の
聞
き
な
れ
た
メ
ロ
デ
ィ
が
う

か
び
、
し
ば
し
童
心
に
か
え
っ
た
り
し

ま
す
。
少
し
歩
く
と
『
岡
田
シ
ル
ク
』
。

婦
人
既
製
服
全
盛
の
今
、
服
地
専
門
店

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
数

の
少
な
い
ス
テ
ー
ド
用
生
地
を
大
量
に

そ
ろ
え
て
い
る
あ
り
が
た
い
お
店
で

す
。
そ
う
い
え
ば
、
私
の
は
じ
め
て
の

有
料
の
会
の
ド
レ
ス
も
こ
こ
の
生
地
で

つ
く
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
向
い
に

は
レ
コ
ー
ド
の
『
大
蓄
』
・
電
話
注
文
で

レ
コ
ー
ド
を
と
り
そ
ろ
え
て
く
れ
、
時

に
は
廃
盤
に
な
っ
た
も
の
ま
で
広
い
販

売
網
で
探
し
だ
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

こ
こ
も
私
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
お

店
。歩

き
疲
れ
て
ち
ょ
っ
と
ひ
と
や
す
み

の
時
は
、
『
二
つ
茶
屋
』
謡
『
あ
じ
さ
い
』
、

『
デ
ィ
ラ
』
な
ど
で
。
食
事
時
は
『
つ

る
て
ん
生
楽
』
、
『
み
の
幸
」
な
ど
に
腰

を
お
ち
つ
け
ま
す
。

さ
て
、
三
丁
目
浜
側
に
、
一
昨
年
末

『
届
月
堂
』
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ピ
ル
の
地
下
に
小
ホ
ー
ル
が
で
き
た

と
き
い
た
と
き
、
う
れ
し
い
予
感
が
し

ま
し
た
。
そ
の
予
感
が
現
実
と
な
っ
た

乳蕊驚

戦
無
派
の
私
に
と
っ
て
、
昔
の
元
町

は
話
で
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
、
神
戸
に
立
ち
寄
る
外
国

人
、
神
戸
に
住
ん
で
母
国
に
帰
っ
た
人

々
が
神
戸
と
い
え
ば
「
モ
ト
マ
チ
」
と

い
っ
て
、
懐
し
ん
だ
街
で
あ
っ
た
と
き

き
ま
す
。

胤月堂ホールで試奏する筆者

宝毎j誇轟- - ,

心鎮まる元町画j 面で。右が佐藤廉さんｃ

の
が
、
こ
の
一
月
、
こ
こ
で
開
か
れ
た

諏
訪
根
自
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
三
宮
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ

ブ
（
ま
た
は
三
宮
ア
ル
コ
ー
ル
ク
ラ
ブ

と
い
う
人
も
）
の
主
催
、
地
元
の
音
楽

愛
好
家
の
暖
か
い
協
力
を
得
て
大
成
功

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
こ
の
ホ
ー
ル
を
中
心
に
ユ
ニ
ー

ク
な
催
し
や
集
い
が
生
ま
れ
て
く
れ
れ

ば
、
と
願
う
の
は
私
ば
か
り
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

「
も
と
ま
ち
」
。
旧
く
か
ら
の
神
戸
っ

子
の
街
。
こ
れ
か
ら
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
街
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
…
…
。
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〈
５
〉

私
自
身
の
神
戸

④メモ
がれりあ馬亜乃～異人館通り（シュエケ邸、門兆鴻邸、華橋総会前）～白い異
人館～北野町北公園～風見鶏の館、北野天満宮～ノア・アンティック～麻布キ
ャンテイ（異人館倶楽部）～パピエ・シフホン（同）～サムホール（ローズガ
ーデン）～がれりあ馬亜乃

冬
の
な
ご
り
の
山
茶
花
の
花
び
ら

が
、
風
の
ま
に
ま
に
落
ち
て
く
る
。
ま

た
た
く
ま
に
、
坂
の
小
道
が
薄
紅
色
に

染
ま
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
風
に
吹
き
よ

せ
ら
れ
小
さ
な
疎
水
に
流
れ
お
ち
る
。

下
水
を
通
っ
て
い
つ
か
港
に
な
が
れ
つ

く
の
だ
ろ
う
。
昨
夜
来
の
雨
に
洗
わ
れ

坂
の
小
道
は
美
し
い
。
こ
の
道
は
ト
ー

白
石
弘
子
八
染
色
家
「
が
れ
り
ぁ
馬
亜
乃
」
オ
ー
ナ
－
Ｖ

坂
の
ま
ち
、
薫
り
の
町

ア
ロ
ー
ド
を
の
ぼ
り
つ
め
、
神
戸
ク
ラ

ブ
を
道
な
り
に
す
ぎ
る
と
右
手
に
ひ
と

き
わ
大
き
な
金
木
犀
が
目
に
つ
く
。
白

い
マ
ン
シ
ョ
ン
と
金
木
犀
の
問
に
た
つ

と
、
シ
ュ
エ
ケ
邸
の
煙
突
を
透
し
て
港

が
は
る
か
に
み
え
る
。
人
目
に
つ
か
な

い
小
道
な
の
に
画
人
が
ひ
っ
そ
り
と
ス

ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
。
あ
、
沈
下
花
の
薫

り
、
も
う
春
な
の
で
す
。
こ
の
道
を
ト
ロ

ト
ロ
下
り
て
ゆ
く
と
異
人
館
通
り
。
東

に
少
し
歩
き
、
高
い
石
垣
の
あ
る
華
僑

総
会
を
左
に
み
て
、
な
だ
ら
か
な
細
い

坂
を
の
ぼ
る
。
ふ
と
ふ
り
む
く
と
異
人

館
倶
楽
部
の
三
階
の
屋
根
と
窓
、
そ
し

て
中
庭
の
う
す
も
や
の
よ
う
な
若
い
み

ど
り
の
樹
々
が
絵
の
よ
う
だ
。
計
算
さ

れ
た
演
出
に
さ
す
が
と
思
い
な
が
ら
、

白
い
異
人
館
（
小
林
秀
雄
邸
）
に
向
う
。

く
す
の
き
、
と
爽
竹
桃
の
繁
み
の
あ
る

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
を
み
な
が
ら

玄
関
に
上
る
。
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
か
え

て
静
か
に
館
の
内
を
み
せ
て
い
た
だ

く
。
秋
に
は
こ
こ
で
「
木
と
染
と
織
」

の
展
覧
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
今
日

は
そ
の
下
見
も
か
ね
て
い
る
。
二
階
へ

プルームーンをあなたに……（サムホールにて）
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ぬ
け
て
ゆ
く
。
北
野
通
り
の
交
番
を
左

に
ハ
ン
タ
ー
坂
を
下
り
て
く
る
。
シ
ャ

レ
た
店
構
え
の
ノ
ア
・
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク

を
の
ぞ
い
て
み
る
。
店
主
は
仕
入
れ
の

た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
。
留
守
居
役
の
お

父
上
に
古
き
よ
き
時
代
の
ガ
ラ
ス
の
小

物
を
み
せ
て
い
た
だ
く
、
羨
や
ま
し
い

品
ば
か
り
、
店
主
の
趣
味
の
良
さ
と
高

い
選
択
眼
は
に
く
ら
し
い
ほ
ど
う
れ
し

い
。
ハ
ン
タ
ー
坂
を
も
う
少
し
下
り
る

と
異
人
館
通
り
に
出
合
う
右
角
が
異
人

鴬

：
霧
：

の
階
段
の
手
す
り
に
は
、
織
っ
た
布
を

か
け
、
そ
の
下
の
木
の
長
椅
子
に
は
渋

い
色
彩
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ー
テ
ン
レ

ー
ル
は
木
彫
の
飾
り
棚
つ
き
を
し
よ

う
。
生
活
の
中
に
息
づ
く
会
に
し
た
い

と
希
望
が
ふ
く
ら
む
。
再
び
庭
に
出
て

隣
り
あ
っ
た
北
公
園
の
ベ
ン
チ
か
ら
、

キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
海
を
み
る
。
す
ぐ
右

上
に
は
風
見
鶏
の
館
、
北
野
天
神
と
つ

づ
い
て
い
る
。
急
な
石
段
を
上
っ
て
ゆ

く
と
、
静
か
な
境
内
に
小
さ
な
ブ
ラ
ン

コ
が
一
一
つ
雨
上
り
の
水
た
ま
り
を
さ
け

て
そ
っ
と
ブ
ラ
ン
コ
に
身
を
ま
か
す
。

山
の
上
の
天
神
さ
ん
と
異
人
館
。
不
思

議
に
と
け
あ
っ
て
い
る
の
で
す
。
可
愛

い
い
五
才
位
の
女
の
子
が
近
づ
い
て
く

る
。
「
大
人
は
ブ
ラ
ン
コ
に
の
っ
た
ら
、

い
か
ん
の
よ
」
と
叱
ら
れ
る
。
ゴ
メ
ン

ナ
サ
イ
と
あ
や
ま
る
。
裏
山
の
梅
林
か

ら
は
お
そ
ざ
き
の
梅
が
ほ
の
か
に
匂
っ

て
き
ま
す
。
春
と
は
い
え
こ
こ
は
山
の

す
ぐ
ふ
も
と
。
風
が
さ
っ
と
海
に
ふ
き

小雨にけむる北野の坂道は、まるで絵のよう。

館
倶
楽
部
で
あ
る
。
地
下
の
麻
布
の
レ

ス
ト
ラ
ン
、
キ
ャ
ン
テ
ィ
は
私
の
す
き

な
店
の
一
つ
で
す
。
久
々
に
歩
い
た
故

か
空
腹
を
覚
え
、
早
速
お
そ
い
お
ひ
る

に
。
田
舎
風
の
ス
ー
プ
と
ス
パ
ゲ
テ

ィ
・
バ
ジ
リ
コ
を
注
文
す
る
。
和
食
好

み
の
私
に
も
こ
こ
の
料
理
は
口
に
あ
い

デ
ザ
ー
ト
に
も
心
が
こ
も
っ
て
お
い
し

い
の
で
す
。
す
ぐ
前
の
可
愛
い
い
お
店

「
パ
ピ
エ
・
シ
フ
ホ
ン
」
で
姪
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
う
さ
ぎ
と
ペ
ン
ギ
ン
の
小
箱

に
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
つ
め
て
も
ら
う
。
こ

れ
に
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
一
階
の
「
サ
ム

ホ
ー
ル
」
の
バ
ラ
「
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」

を
添
え
て
贈
ろ
う
。
き
っ
と
大
よ
ろ
こ

び
・
・
・
…
。

ど
ん
な
坂
を
上
っ
て
も
、
ふ
と
ふ
り

か
え
る
と
海
が
み
え
る
。
北
野
は
そ
ん

な
町
で
す
。
春
は
沈
丁
花
、
秋
な
ら
ば

金
木
犀
の
匂
い
の
す
る
町
で
も
あ
る
の

で
す
。
こ
ん
な
町
が
す
き
で
私
は
毎
日

を
生
き
て
い
ま
す
。
雨
の
日
の
静
か
な

町
を
歩
い
て
み
て
下
さ
い
。

そっとブランコに身をまかせる（北野天神にて）

１
６３
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



f耀蕊；

鴬

霊
唾
幕
幸
‐
鶴
麓
唾
識
識
鶴
識
鰹
癖
緯
溌
榊
灘
蜜
蕊
畿
謬
忍
識
癖
暁
侭
噸
睡
購
騰
騨
懇
譜

神
戸
に
住
ん
で
い
る
人
で
も
意
外
と

平
野
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
都
心
に

近
い
住
宅
地
で
あ
り
な
が
ら
地
形
的
な

特
長
と
し
て
六
甲
山
脈
と
会
下
山
や
大

倉
山
や
海
洋
気
象
台
の
前
山
に
囲
ま
れ

た
盆
地
に
な
っ
て
い
る
せ
い
か
も
知
れ

な
い
。
十
年
程
昔
ま
で
神
戸
に
市
電
が

走
っ
て
い
た
。
国
道
二
号
線
の
脇
ノ
浜

武
田
則
明
八
建
築
家
Ｖ

…

浮
世
床
も
夢
の
跡

私
自
身
の
神
戸 ｉ 鷺蕊

淵
蕊
蕊

祥福寺の境内でちょっと気取ってポーズをｃ

●〆モ
平野は盆地になっていて、川崎造船所に勤める職工さんや職員の人々が住み
新開地、淡川公園、円山市場と一大近隣商店ができあがり発達した街だ。この
街に生まれ育った武田さんは歩いていても知人によく出会われ、「こんにちは」
の挨拶が絶えない。とても美味しいからと案内してもらった､ うどん屋奄がお
休みで、それだけが心残り。下町で親しみ易い街です。
取材コース／平野交叉点→祥福寺( 祥容庵) →祇園神社→湊川温泉( 天王温泉）
→家庭裁判所前→街角で武田夫人と子供達に会い武田建築設計事務所兼自宅へ

〈
６
〉

の
を
思
い
出
さ
れ
る
。

平
野
小
学
校
の
古
い
先
輩
に
小
磯
良

平
画
伯
が
お
ら
れ
、
戦
前
の
講
堂
に
画

伯
の
絵
が
飾
っ
て
あ
っ
た
そ
う
だ
が
戦

災
に
会
い
、
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

平
野
も
何
時
か
ら
終
点
と
言
わ
ず
に
交

叉
点
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
交
叉
点
か
ら
東
へ
山
麓
線
を

バ
ス
停
一
つ
目
が
五
ノ
宮
だ
が
、
こ
れ

は
神
戸
の
一
の
宮
神
社
か
ら
始
ま
る
五

番
目
の
神
社
が
こ
の
バ
ス
停
か
ら
約
二

○
○
米
程
北
側
に
あ
り
、
こ
の
神
社
の

東
側
は
梅
元
町
と
言
い
、
そ
の
昔
森
本

梅
林
が
あ
り
こ
の
地
名
が
付
い
た
そ
う

だ
。
こ
の
森
本
家
は
神
戸
地
下
街
の
森

本
泰
好
氏
の
本
家
だ
そ
う
だ
。
現
存
は

梅
林
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
地
名
だ

；

か
ら
三
ノ
宮
そ
し
て
栄
町
を
通
っ
て
楠

公
前
を
抜
け
て
有
馬
道
で
北
へ
右
折
し

楠
六
を
通
り
県
病
前
を
通
り
平
野
終
点

に
至
る
一
○
系
統
が
走
っ
て
い
た
。

二
十
年
以
前
は
市
電
が
市
民
の
足
で

通
勤
者
が
毎
朝
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
停

留
所
で
次
々
に
乗
り
込
ん
で
い
る
の
を

眺
め
な
が
ら
平
野
小
学
校
に
登
校
し
た

k 受

§
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こ
の
神
社
の
す
ぐ
南
の
天
王
川
沿
い

に
湊
川
温
泉
と
天
王
温
泉
が
あ
る
。
早

朝
か
ら
開
い
て
い
る
天
然
の
温
泉
で
、

お
年
寄
や
毎
朝
登
山
の
帰
り
に
一
風
呂

あ
び
て
、
一
日
の
仕
事
に
出
か
け
ら
れ

子供時代の遊び場、抵園神社の石段で。

＃
け
に
な
っ
て
い
る
。

五
宮
神
社
の
西
隣
に
山
田
無
文
老
師

の
い
ら
っ
し
ゃ
る
祥
福
寺
が
あ
る
。
禅

宗
の
修
業
寺
で
葬
式
を
し
な
い
寺
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
。
昨
年
私
の

息
子
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
楠
幼
稚

園
の
創
立
者
で
あ
り
前
園
長
で
あ
る
山

崎
先
生
の
お
葬
式
を
例
外
と
し
て
取
り

行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
。
編
笠
を
か
ぶ

り
墨
染
め
の
僧
衣
で
お
経
を
調
え
な
が

ら
長
い
列
を
作
っ
て
歩
く
雲
水
の
姿
も

こ
の
土
地
の
風
物
詩
だ
ろ
う
。
山
の
裾

を
縫
う
よ
う
に
歩
く
と
南
さ
ん
や
小
曽

根
さ
ん
の
大
き
な
御
屋
敷
が
続
き
遠
く

会
下
山
公
園
や
新
開
地
や
川
崎
造
船
所

が
望
め
る
。

平
野
の
交
叉
点
を
見
降
ろ
す
奥
に
祇

園
神
社
が
あ
る
。
御
存
知
の
七
月
十
四

日
が
抵
閲
さ
ん
の
お
祭
日
で
多
く
の
夜

店
が
並
び
夏
の
風
物
詩
と
し
て
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
小
学
生
の
時
は
提
灯
を

作
り
石
段
の
両
側
に
並
べ
た
も
の
だ
。

１
６５

鵜

る
方
も
多
い
よ
う
だ
。
以
前
は
脱
衣
室

と
下
足
入
の
間
に
広
い
部
屋
が
あ
り
碁

と
将
棋
が
常
時
、
出
来
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
常
連
の
お
年
寄
達
が
半
日
将

棋
を
さ
し
て
い
た
。
落
語
に
出
て
く
る

浮
世
風
呂
や
浮
世
床
の
熊
さ
ん
、
八
さ幼稚園帰りに街角でばったり、武田ファミリーです。

ん
の
場
が
木
造
の
温
泉
か
ら
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
温
泉
に
建
て
か
え
ら
れ
近
代
化

さ
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た

復
活
し
た
い
も
の
だ
。

平
野
の
交
叉
点
か
ら
南
へ
昔
五
郎
池

の
停
留
所
が
あ
っ
た
所
は
今
は
家
庭
裁

判
所
前
に
な
っ
て
、
池
も
地
名
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
緑
色
の
ド

ー
ム
の
建
物
が
目
に
入
る
。
こ
れ
は
少

年
鑑
別
所
で
昔
は
神
戸
の
証
券
取
引
所

の
建
物
で
、
周
辺
に
銀
行
や
事
務
所
ビ

ル
が
建
っ
て
い
た
。
現
代
は
少
年
鑑
別

所
の
周
囲
が
高
い
塀
で
囲
ま
れ
、
地
区

の
コ
ミ
ー
ー
テ
ィ
が
分
断
し
て
い
る
感
が

あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
施
設
は
も
っ

と
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
在
る
方

が
、
少
年
に
と
っ
て
も
、
管
理
す
る
側

か
ら
も
良
い
と
思
う
。
今
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
に
な
っ
て
い
る
緑
の
ド
ー
ム
を
む
し

ろ
地
区
の
活
動
の
中
心
の
施
設
と
し
て

開
放
し
、
こ
の
ド
ー
ム
の
下
で
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
開
い
た
ら
面
白

い
な
あ
と
思
う
の
だ
が
。

鱗; 欝灘鍵

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m




